
３　教科に関する調査　　中学校・国語　

【総括】　中学校3年生の国語において、平均正答率は全国と同程度であった。

　　・必要に応じて質問しながら話の内容を捉える問題（話すこと・聞くこと）

　　・文章の全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉える問題（読むこと）

　　・目的に応じて必要な情報に着目して要約する問題（読むこと）

　○正答率が全国に比べて高かった問題

　　・文脈に即して漢字を正しく書く問題（言葉の特徴や使い方）

●正答率が全国に比べて低かった問題

　　・目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にする問題（書くこと）

（４）中学校国語の状況

（２）正答数分布 ※棒グラフが本市、‐▲‐が埼玉県、‐◆‐が全国の分布　　横軸：正答数　縦軸：生徒の割合

（３）学習指導要領の領域等　平均正答率　（単位％）

令和６年度　全国学力・学習状況調査　　鶴ヶ島市　結果概要 中学校

(1)　全体

埼玉県（公立）

全国（公立） 8.7/15 58.1

平均正答数
（問／出題数）

平均正答率（％）

鶴ヶ島市 8.8/15 59.0

8.9/15 59.0

49.2 47.9

領域等 鶴ヶ島市
埼玉県
（公立）

全国
（公立）

話すこと・聞くこと 59.7 60.5 58.8

我が国の言語文化に関す
る事項

75.8 75.2 75.6

書くこと 66.8 66.8 65.3

読むこと 49.2

59.2

59.6

　　・表現の技法について理解しているかどうかをみる問題（言葉の特徴や使い方）

言葉の特徴や使い方に関
する事項

情報の扱い方に関する事
項

59.2

59.6

59.7

60.2

平均正答数
出題数に対する正答数の平均値

平均正答率
問題数を１００％としたときの正答数
の割合


